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わ

が

国
主
要
貿
易
港
発
展
形
態
の

研
究

-
四

日

市

港

を

中

心
と

し

た

分

析

1

桧

浦

茂

拾

-

主
要
貿
易
港
餞
展
形
態
の

概
観

わ
が

国
に

お

け

る

幕
末
開
港
以

降
に

お

け

る

主
要
貿
易
港
の

蟄
展
を

概

観
し
て
､

次
の

よ

う
な

四

期
に

時
代
国
分
を

行

う
こ

と

が

で

き

る

(

圃

1
)

｡

第
Ⅰ

期
は

､

開
園
･L
･

声
明

治
三
二

(

一

八

九

九
)

年
の

問
で

あ
る
｡

安
政
六

(

一

八
五

九
)

年
六

月
､

そ
の

前
年
に

締
結
さ
れ

た

｢

安
政
の

五

箇
園
條
約
+

に

基
づ

い

て
､

ま

ず
横
濱
･

長
崎
･

函
館
の

三

港
が
､

八
カ

年
後
の

慶
應
三

(

一

八

九

九
)

年
一

二

月

神
戸
が
､

そ

の

翌

年
明

治
一

(

一

八

六

八
)

年
一

月

新
潟
が
､

さ

ら

に

四

年
を

経
た

明

治
五

(

一

八

七

二
)

年
七

月

大
阪
が

開
港
さ

れ
､

こ

の

期
は

以

上

六
つ

の

港
を

通
じ
て

貿

易
が

行
わ

れ

た
の

で

あ
る

が
､

そ
こ

に

見
ら

れ

る

特
徴
は

輸
出
入

と
も

横

濱
･

神
戸
南
港
へ

の

過
度
の

集
中
で

あ
る
へ)

す
な

わ

ち
こ

の

期
を

通
じ
て

賓
に
､

わ
が

国
貿
易
額
の

八
五

%
が

こ

の

二

港
を

経

由
し

て

行
わ

れ

た

(

以

下

本

稿
で

は

貿

易

額
は

輸
出

入

合

計

額
の

意

味
で

使
用

し
､

%

は

前

後
の

関

係
で

明

瞭
の

場

合
は

省
略

す
)

｡

し

か

し
こ

の

期
間
内
に

お

い

て

も
､

明

治
二
一

年
を

契
機
と

し
て
一

つ

の

欒
化
が

起
っ

た
｡

す
な

わ

ち
こ

の

頃
ま

で

は

二

滝
の

う
ち
で

も

横
濱
が

断
然
優
位
に

立
つ

(

例
え

ば

明

治

六

年
の

貿

易
恋

は

南

港
で

八

八
･

二
､

こ

の

う

ち

横

濱
だ

け
で

七
一

･

二
)

｡

と
こ

ろ

が

明

治
二
一

年
に

な

る

と

神
戸
貿
易
額
の

伸
長
が

著
し

く

(

こ

の

年

両

港
で

九
一

･

七
､

こ

の

う

ち

横

濱
五

九
･

〇
､

神

戸
三

二
･

九
)

､

そ
の

後
も
こ

の

間
隔
は

ぐ
ん

ぐ

ん

狭
ま

り
､

明

治
三
一

年
に

至
り

遂
に

神
戸
は

横
濱
を

追
越
す
よ

う
に

な

る

(

こ

の

年

両

港
で

八
七
･

九
､

こ

の

う

ち

横

濱
四
三
･

二
､

神

戸
四

四
･

七
)

｡

な

お

開
港
嘗
時
政
治
的

配

慮
に

よ
っ

て

決
定
さ

れ

た

六

港
の

う
ち

他
の

四

港
は

長
崎
を

除
い

て

は

貿
易
額
も

僅
少

で
､

わ

が

国
開
港
と

し
て

の

機
能
を

十
分
果
し

て

い

な
い

｡

徳
川
時
代
よ

り
の

古
い

俸
統
を

持
つ

長
崎
の

み

は
､

明

治
六

年
に

お

い

て

八

二

の

比

率
を

占
め
る

が
､

以

後
そ
の

地

位
は

低
落
し

明

治
三
二

年
に

お

い

て

四
･

〇
に

止

ま
る
｡

他
の

多
少
の

見
る
ぺ

き

も
の

と

し
て

北
海
の

門
戸
函
館
が

あ

る

が
､

同
三

二

年
に

お
い

て

〇
･

八

を

保
つ

に

過
ぎ
な
い

｡

第
Ⅱ

期
は

明

治
三

三

(

一

九

〇

〇
)

年
よ

り

昭

和
九

(

一

九
三

四
)

年

ま
で

の

期
間
で
､

前
年
の

三

二

年
に

日

清
戦
争
後
の

わ
が

国
生

産
力
の

螢

展
に

始
覆
さ

れ

て
､

一

挙
に
一

八

薙
が

開
港
さ

れ

合
計
二

四

開
港
を

持
つ

に

至
り
､

開
港
敷
は

四

倍
に

膨
脹
し
た

の

で

あ

る

(

明

治
二

七

年
の

日

清

戦

争

を

契

機

と
し

て

わ

が

国

貿

易

額
の

大

膨
脹
が

み

ら

れ

る
)

｡

こ

の
一

八

港
中
に

四

日

市
が

含
ま

れ
､

近
接
し

た

武
豊
･

清
水

両

港
と

共
に

中
京

工

業
地

帯
の

門
戸
と

な
る
｡

名
古
屋
は

遅
れ
て

八

年
後
の

明

治
四

〇
年
人

造
港
造
築
第
一

期
工

事
の

進
捗
を

待
っ

て

開
港
さ

れ
る
｡

な

お

北
九
州
で

は

門
司
が

前
述
の

三

二

年
の
一

八

開
滝
中
に

含
ま

れ
､

若
松
が

五

年
遅
れ

て

明
治
三

七

年
に

開
港
さ
れ

る
｡

こ

の

期
は

日

露
戦
争
､

第
一

次
大
戦
と

二

度
の

戦
争
を

含
ん

だ

三

四
カ

年
で
､

期
末
の

昭

和
九
年
に

は

大
阪
が
一

∽
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親 (1 2 2)

時
的
で

は

あ

る

が

横
濱
を

追
越
し

神
戸
に

次
い

で

第
二

位
と

な
る
｡

ま

た

こ

の

期
に

お

け
る

名
古
屋
の

躍
進
ぶ

り

に

は

目

覚
ま

し
い

も
の

が

あ

る
｡

こ

の

期
を

通
じ
て

横
濱
と

神
戸
の

貿
易
額
は

伯
仲
す
る

が
､

前
半
で

は

京

濱
工

業
地

帯
を

背
後
地
に

持
つ

横
濱
が
､

後
半
特
に

大
正
一

二

年
以

降
は

阪
神
工

業
地

帯
を

背
後
地

に

持
つ

神
戸
が

第
一

位
を

占
め
る
｡

期
末
の

昭

和
九

年
に

お

け
る

貿
易
額
主
要
港
別

構
成
比
は

表
1

の

通
り

で
､

阪

神
南

港
で

六

〇
･

四
､

こ

れ

に

横
濱
を

加
え

た
三

滝
合
計
で

は

八
三

立
と

な

る
｡

)%
/

し

表 1 昭和 9 年

十 大 港 貿 易 額 構 成 比

額易貿額入輪

′

〇

q
ノ

l

/

D

8

′

D

4

q
ノ

7

5

0

1

0

4

っ
J

4

2

1

1

0

0

0

4

っ

J

2

2

【

/

∩

フ

q/

q
ノ

2

1

5

-7

-7

】7

1

4

2

っ

J

3

3

2

2

0

0

〇

一

〇

っ

J

2

2

㌃葵ぞ1 輸出 額
神 戸 ;

3 6
･
4

歪霊室…;二…
完
古

冨j …:三
l

若 桧 j l .1

芸
目

蓋j :二;
0 .6

0 .3

2
.∂

水

崎

他の

清

長

そ

ま

た
こ

の

期
間

中
に

長

崎
は

大

阪
､

門

司
､

四

日
一

巾
､

名
古
屋

に

次
々

と

追
越

さ

れ
､

こ

れ

ら

諸
港
の

う
ち

も
っ

と

も

遅
れ

て

蔑
足
し

た

名
古
屋
は
､

そ

の

後
若

松
､

四

日

市
､

門
司

を

追
越
し
て

蜃
展
し
て

い

く
｡

こ

の

期
の

特
徴
は

阪

神
両
港
の

伸
長
.
北

九

州
の

門
司
･

若
松
お

よ
び

中
京
の

名
古
屋
･

四

日

市
の

躍
進
で

あ

り
､

ま
た

横
濱
･

神
戸
以

外
に

大
阪
･

門
司
･

若
松
･

名

古
屋
･

四

日

市
等
が

頭
角
を

現
わ

し
､

貿
易
門
戸
の

少
数
港
へ

の

集
中
が

腰
和
さ

れ
､

そ
の

分
散

1
一

遍
心

的
傾
向
が

き
ざ

し

始
め

た
こ

と

で

あ

る
｡

第
Ⅲ

期
は

昭

和
一

〇
(

一

九

三

五
)

1
二

〇
(

一

九

四

五
)

牢
の

第
二

㍊

次
大
戦
を

含
む

期
間
で
､

わ

が

国
貿
易

額
は

昭

和
一

二

年
お

よ

び

開
戦
前

J

年
の

昭

和
一

五

年
の

二

同
の

ピ

ー

ク

を

持
ち

室

前
の

膨
肢
を

示

す
｡

こ

の

期
に

は

国
防
的
見
地

か

ら

政
策
に

よ

る
工

場
の

分
散
が

行
わ

れ
､

貿
易
港

も
こ

れ
に

呼
應
し
て

分
散
的
傾
向

を
一

屠
強
化
し
て

い

く
｡

昭

和
一

二

年

の

貿
易
額
に

つ

い

て

み

る
に
､

神
戸
(

三

五
･

五
)

横
濱
(

二

三

二
)

南

港
で

五

八
･

六
､

こ

れ

に

大

阪
(

二

四
･

九
)

を

加
え

た

三

滝

合

計
で

八

二

. ･

九
と

な

り
､

名
古
屋
(

四
二
二

)

､

門
司
(

三
･

五
)

､

若
松
(

二
･

〇
)

四

日

市
(

一

･

六
)

な

ど

が

こ

れ
に

続
く
｡

こ

の

期
の

特
徴

は

第
Ⅱ

期
の

そ

れ
の

強
化
で

あ

る
｡

す
な

わ

ち

門
司
･

若
松
南
港
の

躍
進
ぶ

り
は

顕
著

で
､

名
古
屋
･

四

日

市
を

凌
ぐ

も
の

が

あ
る
｡

ま

た

神
戸
･

横
濱
･

大
阪

三

港
の

貿
易
額
は

著
し

く

接
近
し
､

三

滝
鼎
立

の

形
勢
と

な
る
｡

第
Ⅳ

期
は

終
戦
･

-
昭

和
三

二

(

一

九
五

七
)

の

期
間
で
､

こ

の

期
の

特
徴
は

大
阪
が

第
三

位
を

推
持
し

な
が

ら

も
そ
の

ウ
エ

イ
ト

を

減
じ

て

第

四

位
名

古
屋
の

急
ピ

ッ

チ

な

追
跡
を

受
け
て

い

る
こ

と
､

最
も

新
し

く
登

場
し

た

東
京
(

昭

和
一

六

年
五

月

開

港
)

が

急
速
な

成
長
を

遂
げ

て

い

る

こ

と
､

門
司
･

若
松
両
港
が

名
古
屋
･

四

日

市
南
港
に

遅
れ

を

と

る

に

至

っ

た
こ

と
､

最
近
に

お

い

て

若
松
の

カ

ム

･

バ

ッ

ク

が

目

覚
し
い

こ

と
で

あ

る
｡

期
末
の

昭

和
三

二

年
の

貿
易
額
は

神
戸
(

二

九
･

一
)

･

横
濱
(

一

八
･

九
)

南
港
に

や

や

集
中
す
る

が
､

こ

れ

に

次

ぐ

も

の

と

し

て

大
阪

(

九
･

六
)

･

名
古
屋
(

七
･

四
)

･

東
京
(

六
･

七
)

･

若
松
(

三
･

六
)

･

四

日

市
(

三

二
)

･

門
司

(

一

･

八
)

等
が

あ
る
｡

す

な

わ

ち

貿
易
の

分
散

的
傾
向

は
さ

ら
に
一

層
打
出
さ

れ

て

き

た
の

で

あ
る
｡

以

上

四

期
に

革
分
し

て

み

た

よ

う
な

各
主
要
港
別
貿
易
嶺
展
形
態
を

る
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た

ら

し

た

原
因
に

つ

い

て

は
､

各
港
別
の

詳
細
な

分
析
を

要
す
る

が
､

各

港
背
後
地
の

産
業
構
造
の

攣
動
･

貿
易
番
展
に

対
す
る

施
策
､

仕
向
市
場

た

る

世
界
経
済
の

攣
動

等
が

重

要
な
フ

ァ

ク

タ

ー

と

な

る
｡

以

下
そ
の

大

要
の

み
を

概
観
す
る
｡

第
Ⅰ

期
に

お

け
る

横
濱
は

生

締
輸
出
に
､

神
戸
は

綿
花
輸
入
に
､

そ
の

優
位
を

支
え

ら

れ

て

い

る
｡

第
1

期
の

大
阪
の

躍
進

は

わ

が

囲
綿
織
物
輸
出
の

大
牢
を

濁
占
し
､

こ

の

綿
織
物
輸
出
が

わ

が

国

線
輪
出
額
中
で

大
き

な

比

重

を

占
め
る

よ

う
に

な
っ

た
こ

と
が
一

つ

の

原

因
で

あ
る

(

大
正
二

四

年

わ

が

国

輸

出

額
中

綿
織

物
は
一

八
･

八

内

大

阪

六

四
･

六
､

同

年

わ

が

国
紙

輸

入

額

中

線

綿
三

亨
九

内

神

戸
六

甲
四

大

阪

三
･

九
)

｡

期
末
の

昭

和
九

年
に

お

け

る

主
要
輸
出
入

晶
の

港
別
構
成

比

を
み

れ

ば

表
2

の

与
つ

に

な
る
｡

第
Ⅲ

期
に

お

け

る

門
司
･

若
松
両
港

の

躍
進
は
一

般
的
に

い

え

ば

北
九
州
の

工

業
化
に

封

應

す
る

も

の

で

あ

る
｡

こ

れ

を

昭

和
一

三

年
に

つ

い

て

み

る

に

門
司
で
は

精
糖
(

わ

が

国

線

輪

出
額
の

一

八
･

〇
)

･

機
械
油
(

同

五

二
･

一

)

苛
性
ソ

ー

ダ

(

同
四

七
･

〇
)

･

小

蓼
粉
･

奔
酒

等
の

輸
出
と
､

小

委
(

わ
が

国

線

輪

入

額
の

一

〇
･

九
)

･

食
醸
(

同
四
二
･

七
)

･

機
械
類
等
の

輸
入

が

増

加
し
､

若
松
に

つ

い

て

は

精
糖
(

わ

が

国
総

輸
出

額
の

一

〇
･

五
)

･

金
慮
(

同
一

〇
･

四
)

等

の

輸
出
と
､

領
及
び

金
屋
(

わ

が

国

総
輸

入

額
の

六
･

九
)

･

石
炭
(

同

二

六
･

〇
)

･

大
豆

(

同
一

〇
･

五
)

･

食

軽
(

同

二

〇
･

三
)

等
の

輸

入

が

増
加
し
て

い

る
｡

第
Ⅳ

期
に

お

け
る

名
古
屋
･

四

日

市
両

港
の

伸
長
は

(

1
)

綿
花
･

羊
毛
の

両
港
よ

り

の

輸
入

比

率
増
加
(

昭

和
三

二

年

商

港
の

綿

花

輸
入

額

計
は

わ
が

圃
綿

花

線

輪
入

額
の

三

四
･

二
､

同

羊
毛

七
四
･

六
)

と
､

名
古
屋
の

機
械
類
･

自

動
車
輸
出

､

四
日

市
の

酸
化
チ

タ
ン

捻
出
の

増
加

等
に

基
屈
す
る
｡

ま

与
し

の

期
に

お

け
る

東
京
の

進
出
は

輸
他
に

お

け

る

表 2 昭和 9 年主 要輸 出 入晶 港 別 構 成 比 ( % )

各 商 品 港 別 輸 出 額 構 成 比

大 阪5 4 ･3 , 神 戸3 4 ･2 , 名 古 屋
9 ･0

, 横 濱1･
5 そ の 他1 ･0 ,

横濱7 1 ･4 , 神 戸3 8 ･
6

神 戸6 0.
9
,
横 濱3 6･

6
,
大 阪3 ･4

四 日市2 .2 , 名

四 日 市 1 7 ･5 ,

名 古屋3 .8 , 四

主 要 輸 品 l 封 わ が 国線輪 出 額比

7

2

′

L

U

2

っ
J

3

2

1

物

納

物

織

織

綿

生

絹

主 要輸 入 副 封 わが 国線輪入額比‡各商品港別 輸 入額 構 成
比

横濱6 ･6 ,

名 古屋2 1 ･2 ,

武 豊4 .2 ,

そ の 他4 9 .5

大 阪2 8 .5 ,

そ の 他2 .8

大阪2 1 .5

神戸 1 臥9 ,

日 市1.
6
, 大 阪1･

6
,

神戸5 9 ･7 ,
古畳0･
2
,

境濱2 3･
5
,

神 戸1 6 .3

横濱2 0 ･4 ,

3 2.
0

8 .2

1 .8

綿

毛

豆

繰

羊

大

玩
具
(

昭

和

三

二

年

東

京

線

輪

出

額

の

一

二
･

七
)

鯨
油

〔

同
一

〇
･

五
)

電

気
機
器
･

船
舶
等

と
､

輸
入
に

お

け

る

鋳
鋼
く

ず
(

昭

和
三

二

年

東

京

線

輪
入

額
の

一

四
･

五
)

･

粗
糖
(

同
一

三
･

九
)

･

卑
金
属

(

一

一

･

九
)

･

絨

鋼
(

一

一

二
)

･

生
ゴ

ム

･

木
材
等

の

急
増
に

ょ

る
｡

(

1
)

第
Ⅳ

期

に

つ

い

て

は
､

終

戦
後

の

統
計

慣

習

に

従
い

繰

縞

と

賓
綿
と
を

合

計

し
て

綿

花
と

し
､

羊

毛
に

は

紡

毛

J 2 3
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林
原

料
用
の

毛

林
く

ず
等
も

含
む
C

こ

四

日

市
港
貿
易
費
展
形
態
の

分

析

四

日

市
港
の

貿
易
は
､

前
述
の

第
Ⅱ

期
直
前
よ

り

開
始
さ

れ

る
｡

ま

ず

輸
出
に

つ

い

て

み
れ

ば
､

大
正

八
､

九

年
頃
を

境
に

し
て

前
半
は

綿
織
物
･

綿
綴
糸
が

同
港
輸
出
額
の

過
半
を

占
め
､

後
牛
は

陶
磁
器
が

こ

れ

に

と
っ

て

代
わ
る
｡

輸
出
額
の

グ

ラ

フ

を

塞
け

ば
､

こ

の

主
要
輸
出
品

韓
換
期
を

谷

間
に

し
て

前
後
二

つ

の

山
が

明

ら
か

に

示
さ

れ

る
｡

し

か

し

第
一
次
大

戦
を

契
機
と

す
る

わ

が

国
一

般

的

輸

出

伸

長
(

ほ

ぼ

大

正

四

1
昭

和
四

年
)

の

動
向
か

ら

み

れ

ば

四

日

市
の

そ
れ

は

綬
慢
で

あ

り
､

同
港
の

こ

の

期
に

お

け
る

貿
易

額
の

螢
展
は

も
っ

ば

ら

後
述

す
る

繰

綿
輸
入
の

増
加
に

ょ
っ

て

い

る
｡

こ

の

期
の

末
に

陶
磁
器
輸
出
が

減
退
し

昭

和
九

年
に

お
い

て

植
物
油
に

首
位
を

護
る

(

同

年
植
物

油
の

わ
が

国

絶
倫
出

額

中
に

占

め

る

比

率

は

○

去
､

そ

の

輸

出

港
別

構
成

比

は

神

戸

四

六

二
､

大

阪

一
七
･

八
､

四

日

市
一

字
八
､

横
濱
七
･

〇
､

そ

の

他
一

三
･

三
)

｡

こ

の

年
に

お

け

る

四

日

市
港
輸
出

琴
商

品
別

構
成
比

は

植
物
油
二

七

三
､

陶
磁

器
二

七
･

二
､

綿
織
物
五
･

四
､

セ

ル

ロ

イ

ド

製
晶
三
･

六
､

そ

の

些
二

六
･

五

と

な

っ

て

い

る
｡

こ

の

期
の

前
牛
の

初
期
明

治
三

五

-
三

八

年
頃
は

地

元

産
の

陶
磁
器

､

緑
茶
等
が

輸
出

額
の

首
位
を

占
め

る

が
､

わ

が

国
線
輪
出
街
中

に

お

い

て

同
港
輸

出
額
の

占

め

る

此

率
は

小

さ

い

(

明

治
三

七

年

○
●

四
)

｡

明

治
三

九

年
よ

り

前
述
の

よ

う
に

綿
織

物
･

綿
綴
糸
が

輸
出
品
中

の

ト
ッ

プ

を

き

る

よ

う
に

な

り
､

第
一

の

山
を

迎
え
る
｡

こ

の

頃
の

典
型

的
な

牢
と

し

て

大
正
一

(

一

九
一

二
)

年
を

と

り
､

同
港
輸
出
額
商
品

別

構
成
此
を

み

る

と

綿
織
物
六
一

･

七
､

綿
綴
糸
一

四

由
､

緑
茶
九
･

七
､

陶

磁

器
三

三
､

そ
の

他
一

〇
･

九
と

な

る

(

同

年
に

泳

い

て

れ

が

軌

綿

鼠
物

比

倫

出

額
が

わ

が

国

総

輸

出
額

中

に

占

め

る

此

率

は

四
･

九
､

こ

の

綿
織

物

上

輸
出
の

港

別

構

成
比

は

大
阪
五

四

二
､

神

戸
二

五
･

九
､

四

日

市

九

二
､

横

濱
五
･

六
､

名

古

屋
二
一

二
､

門

司

T

O
､

そ

の

仙
二
･

二
)

〇

次
い

で

大
正

八
､

九

年
の

谷
間
を

経
て

陶
磁
器
輸
出
を

主
と

す
る

後
半
期
で

あ
る

第
二

の

山
に

移
行
す
る
｡

谷
間
の

時
期
は
一

時
的
に

緑

茶
が

輸
出
品
中
の

ト
ア

ブ

に

立
つ

が

(

大

正
八

年

同
港

輸
出

額
一商
品

別

構

成

比

は

緑

茶

三

八
･

〇
､

陶

磁

器
一

六

去
､

箱
樽
板
一

五
･

〇
､

綿

織

物
三
･

七
､

そ
の

他

二

六
･

八
､

緑
茶
線
輪
出

額
の

わ

が

国

絶

輸

出

額

中
に

占
め

る

比

率

〇
･

八
､

こ

の

緑

茶
の

主

要
輸

出

港
別

構
成

此

は

清

水

七

八
･

一

､

墳
濱

二
･

七
､

四

日

市

八
･

一

､

そ

の

些
一

二
)

､

緑

茶
輸
出
は
そ

の

後
清
水
に

集
中
し
､

同
港
か

ら

九
〇
･

〇
前
後
が

輸
出
さ

れ

る

よ

う
に

な

る
｡

こ

の

時
期
の

特

徴
で

あ
る

陶
磁
器
輸
出
の

最
も

伸
び

た

昭

和
四

年
に

つ

い

て

み
る

に
､

陶

磁
器
は

総
輸
出
街
中
の

八
一

･

四
で
､

こ

れ

に

次
い

で

綿
メ

リ

ヤ

ス

肌
衣

四

圭
､

放
球
銭
器
二

去
､

箱
樽

板

丁
九
､

米

丁
九
､

そ

の

他
八
･

一

と
な

る

(

同

年

に

お

い

て

陶

磁

器

線

輪
出

額
が
､

わ
が

国

線

輪

出

街
中

で

占
め

る

比

率

は
一

･

七
､

そ

の

輸
出

港
別

構

成

比

は

名

古

屋
五

五
･

〇
､

四

日

市
二

八
･

〇
､

神

戸
一

丁
四
､

門

司
二
･

四
､

大

阪
二
･

二
､

そ

の

他

T

O
)

｡

こ

の

第
Ⅱ

期
の

輸
入

に

つ

い

て

は
､

ほ
ぼ

繰
綿
が

歴
倒
的
地

位
を

占
め

漬
け
る
｡

た
だ

初
期
の

明

治
三

九

年
ま

で

は

大
豆

糟
の

輸
入
が

多

く
､

内
地

米
不

作
に

よ

る

明
治
三

七
､

三

八

年
の

米
輸
入

膨
張
時
(

米

総

輸
入

額
の

わ

が

国

線
輪

入

額
中
に

占
め

る

比

率
は

明

治
三

七

年

一
六
･

一

､

翌
三

八

年
一

?
九
)

を

除
い

て

は
､

練
綿
輸
入

港
と

し

て

の

特

徴
が

楷

捜
さ

れ

る
｡

す
な

わ

ち

同
港
の

開
港
は

大
豆

糟
･

大
豆
の

輸
入
に

よ
っ

て
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(

1
)

開
始
さ

れ

る

が
､

明
治
三

五

年
よ

り

繰
綿
の

輸
入

が

始
ま

り

(

同

年
同

港

の

総
輸
入

額

中
の

四
･

四
)

､

そ
の

後
漸
増
を

緩
け
､

大
正

六

年
に

お

い

て

同
港
紙
輸
入

額
中
の

九
八
･

〇
を

占
め
る

に

至
る

(

繰
綿

に

次

い

で

は

豆

糟
一

･

三
､

そ

の

他
〇
･

七
)

｡

こ

の

年
の

繰
綿
絶
輸
入

額
の

わ

が

国
総
輸

入

額
中
に

占
め
る

比

率
は

三
一

･

九
､

そ

の

輸

入

港
別
構
成
比

は

神
戸
六

五
･

三
､

横
濱
一

丁
五
､

大
阪
九

三
､

四

日

市
八
･

三
､

門
司

四

主
､

長

崎
一

二
､

そ
の

他
〇
･

一

で

あ
る
｡

し
か

し
こ

の

期
の

末
昭

和
八

年
に

お

い

て

羊
毛
が

繰
綿
を

抑
え

て

第
一

位
と

な
り

(

同

港

線

輪
入

額

商

品

別

構

成
比

は

羊

毛
五

七

二
､

繰
綿
二

四
･

七
､

採

油

用

種
子

七
･

二
､

米
三
･

二
､

そ
の

他

七
･

八
､

ま
た

羊
毛

線

輪

入

額
の

わ

が

国

線

輪
入

額

中

に

占

め

る

比

率
は

八
･

六
､

こ

の

羊
毛

紙

輸
入

額
の

港

別

構
成

比
は

横
濱
二

田

二
､

大
阪
一

七
･

九
､

神

戸
一

七
･

三
､

四

日

市

八
･

六
､

そ
の

他
二

九
･

六
)

､

次

の

第
Ⅲ

期
へ

と

移
行
す
る
｡

な
お
､

こ

の

期
に

羊
毛

輸
入
が

始
ま
っ

た

頃

の

情
勢
に

つ

い

み

る

に
､

大
正
二

年
に

年
製
品
で

あ

る

毛

織
糸
が

少
量
輸

入

さ

れ
て

お

る

が
､

羊
毛
輸
入

は

昭

和
一

年
に

な
っ

て

開
始
さ

れ

る

(

こ

の

年
同

港

総
輸
入

額

中
の
一

･

三

を

占

め
､

羊

毛

線

輪
入

額
の

港

別

構

成

比

は

神

戸
四

七
･

九
､

横
濱
二

〇
･

四
､

大

阪
一

八
･

九
､

四
日

市

〇
･

九
)

｡

同
港
の

羊
毛

輸
入

は

そ
の

後
絶
封
額
に

お
い

て

も

商
品
別
構
成
比

率
に

お

(

2
)

い

て

も

漸
増
を

授
け
て
､

前
記
昭

和
八

年
に

至
る
｡

な

お

繰
綿
･

羊
毛

輸

入
の

増
加
は

四
日

市
市
お

よ

び

そ
の

近
傍
に

お

け

る

近
代
的
綿
･

羊
毛
工

(

3
)

業
の

饅
達
と

封
應
す
る

も
の

で

あ

り
､

ま
た

同
港
の

六

大
州
別
輸
入

市
場

(

4

)

の

百

分
比
の

欒
化
(

羊
毛

輸
入

に

つ

い

て

言

え
ば
､

オ

セ

ア

ニ

ア

州

は

昭

和
六

年
の

○
か

ら
昭

和
七

年
の

二

六
･

六
､

翌

八

年
の

五

五
･

二

…
･
と

比

率
が

急

増
)

に

も

呼
應
す
渇
｡

第
Ⅲ

期
に

入

り
､

ま

ず
輸
出
に

つ

い

て

み

れ
ば
､

前
期
に

続
い

て

し

ば

ら

く

は

植
物
油
が

優
位
に

あ
る

が
､

昭

和
一

二

年
よ

り

陶
磁
器
が

回

復
し

て

首
位
に

た

ち
､

ま

た

そ

れ

ま

で

同
港
紙
輸
入

額
中
一

･

〇
前
後
で

少
額

(

5
)

し
か

輸
出
さ

れ

て

い

な
か

っ

た

漁
網
が

躍
進
し

て

第
二

位
と

な
る
｡

こ

の

期
(

第
三

の

山
)

の

ピ

ー

ク

昭

和
一

二

年
に

つ

い

て

み
る

に
､

同
港
線
輪

出

琴
商

品
別
構
成
比

は

陶
磁

器
四
二
･

九
､

漁
網
二
一

･

九
､

鈷
都
城
器
六
･

一

､

植
物
油
五
･

三
､

そ

の

他
二

四

二

と

な
る
｡

こ

の

陶
磁
器
線
輪
出
額

の

わ

が

国
総
輸
出
額
中
に

占
め

る

比

率
は
一

･

七
､

ま

た

そ

の

港
別

構
成

比

は

名
古
屋
七

八
･

〇
､

四

日

市
一

一

･

一

､

門
司
二
･

七
､

大
阪
二
･

四
､

そ
の

他
五
･

八
で

あ

る
｡

一

方
こ

の

期
の

輸
入

に

つ

い

て

み

れ

ば
､

前
期

末
に

確
立
し

た

羊
毛
､

繰
綿

､

採
油
用
種
子
の

順
位
は

そ
の

ま

ま

嘗
分
の

問

題
察
す
る

が
､

昭

和
一

五

年
以

降
第
三

位
は

玉

局
黍
が

と
っ

て

代
わ
る

よ

う
に

な
る
｡

輸
出
の

場
合
と

同
じ

昭

和
一

二

年
に

つ

い

て

み

れ

ば
､

同

港
線
輪
入

額
面
晶
別
構
成
比
は

羊
毛
七

八
･

五
､

繰

綿
二

丁
四
､

牒
油

用

種
子

四
･

七
､

玉

萄
黍
二
･

一

､

そ
の

他
三
･

三

と

な

る
｡

こ

の

羊
毛

線
輪

入

額
の

わ

が

国
線
輪
入

額
中
に

占
め
る

比

率
は

七
･

九
､

そ
の

港

別

構

成

比

は

横
濱
二

四
･

五
､

名

古
屋
二

四
･

三
､

四
日

市
一
二
･

八
､

大
阪
一

五
･

三
､

神
戸
一

四
･

一

と

な

る
｡

第
二

次

大

戦

前
(

昭

和
一

二

1
一

五

年
)

の

わ

が

国
一

般
的
貿
易
膨
鮫
期
に

お
い

て

四

日

市
も
ほ

ぼ

同

傾
向

を

示

す

が

輸
出
は

矢

張
り

比

較
的
に

弱
く
､

輸
入
増

大
に

多
く

を

依
存
し
､

名

古

畳
･

大
阪
等
の

成
長

率
に

は

及
ば

な
い

｡

第
Ⅳ

期
に

入

り
､

ま

ず
輸
出
面
で

は

始
め

の

う
ち

は

肥
料
･

碗
子
な

ど

が

少
量
出
て

い

る

に

過
ぎ

な
い

｡

民

間
貿
易
再
開
後
の

昭

和
二

五

年
以

降

∂

.鳴
嘗
初
心

戦

渦

哉

畢

牝
畢

肥
料
(

硫

ぞ
過

憾

懐
石

項
)

､

ミ

て
戊

朋



一 橋論叢 第四 十 四巷 第 一 耽 (1 2 6 ) ､

び

同
部
分
品
な
ど

が

主
要
輸
出
品
で
､

陶
磁
器
も

昭

和
二

八

年
に
一

度
首

位
を

占
め

る

が

(

同

港

線

輪

出

額
の

三

八
･

二
)

､

そ

れ

ほ

ど

大
き

な

比

重

を

占
め

得
な
い
｡

こ

の

期
の

輸
出
に

お

い

て

注
目
す
べ

き
は
､

昭

和
二

九

年
よ

り

始
っ

た

酸
化
チ

タ

ン

が

(

同

年
は

同

港

線

輪

出

額
の

一

九
･

四
)

､

翌
三

〇
年
以

降
も

引

積
き

第
一

位
を

占
め

次

第
に

大
き

な

比

重

を

持
つ

よ

ぅ
に

な

り
､

こ

れ
が

こ

の

港
の

輸
出
成
長
率
を

大
き

く

し
て

い

る

事
で

あ

る
｡

昭

和
三
二

年
の

同
港
線
輪
出
額
商
品
別

構
成

比

は

酸

化
チ

タ

ン

四

指 数( 昭和 2 5 年 = 1 0 0)

北 九 州 工 業 地 帯

門 司 (1 ･8) 若 松 (3･
6)

輸 出 輸入 輸 出 輸 入

( 1 ･3) 喜(
2 ･1) ≦(1 ･5) l ( 5 ･0)

1

3 1 0 .6 ≡1 3 3 .2l 5 2 5.
9
≡
2
,
0 9 2 .0

阪 神 工 業 地 背

神 戸 (2 9 .1)

輸 出 輸 入

( 4 L l) ;( 2 1 ･1)

2 5 9 .3 22 4. 6

大 阪 〔9.6)

輸 出 輸 入

(ウ･0 うi (
9 ･9)

2 0 2.O
1

4 1 3.1

繍 の 〔 ) 内の 数字ほ , そ の 港 の 輸 出筍 ま た は輸 入額 の わ か 国税捻 出額 ま

九
･

一

､

陶
磁
器
一
五
･

三
､

硫
安
九
･

七
､

漁
網
七
｡

二
､

板
ガ

ラ

ス

四
･

六
､

過
燐
酸

石
衣
四
･

一

そ

の

他
一

〇
･

〇

と

な
る
｡

な
お
こ

の

酸
化
チ

タ

ン

線
輪
出
額
の

わ

が

国
総

輸
出
街
中
に

占
め

る

比

率
は

〇
･

二
､

同

港
は
こ

の

七
三
･

一

を

輸
出
し

て

い

る
｡

第
二

位
の

陶
磁

器
線
輪
出
額
の

わ

が

国
線

輪
出
額
中
に

占
め

る

比

率
は
一

･

八
一
そ

の

態

出

港
別

構

成

比

は

名

山

星

九

三
･

七
､

四

日

市
三
･

一

､

そ

の

他
三
･

二

と

な
っ

て

い

る
｡

こ

の

期
の

輸
入
は
､

ま

ず

綿

花
輸
入
に

よ
っ

て

開
始
さ

れ

る

が
､

昭

和
二

三

年
に

至
っ

て

羊
毛

が

こ

れ

を

追
越
し
､

比

後
引
渡
き

首

浴
′

⊥

位
を

占
め

続
け

る
｡

輸
出
の

場
合
と

同
じ

昭

和
三

二

年
に

つ

い

て

同
港
線

輪
入

額
商
品
別

構
成
比

を
み

る

に

羊
毛
五

六

二
､

綿
花
二

二
･

〇
､

原
油

一

〇

二
､

そ
の

他
織
物
用
繊
維
三
･

四
､

粗

糖
二
･

九
､

大
豆
一

･

六
､

そ
の

他
三
･

九

と

な
る
｡

こ

の

う
ち

羊
毛

総
輸
入

額
の

わ
が

国
線
輪
入

街

中
に

占
め

る

比

率
六
･

二
､

そ

の

輸
入

港
別

構
成

比

は

四

日

市
三

八
･

四
､

名
古

口

撃
一

五
･

六
､

横
濱
一
〇
･

二
､

神
戸
七
･

〇
､

大
阪
四
･

七
､

そ

の

他
一

甲

一

で
､

四

日

市
は

羊
毛

輸
入

に

つ

い

て

は

わ
が

国
第
一

位
､

ダ
ン

ケ
ル

ク
､

ゼ

ノ

ア
､

ハ

ル

と

並
ん

で

世

界
の

四

大

羊
毛
輸
入

港
と

言
わ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
じ

第
二

位
の

綿
花
の

同
じ

く

わ
が

国
総
輸
入

街
中
に

占
め

る

比

率

は
一

〇
･

五
､

そ

の

輸
入

港
別

構
成
比

は

神

戸

四

六
･

三
､

名
古

室

三
･

六
､

大
阪
一
五
･

九
､

四

日

市
一

〇
･

四
､

そ
の

他
三
･

八

と

な

る
｡

第
三

位
の

原
油
輸
入
は

昭

和
二

六

年
に

始
ま

り
､

そ

の

わ

が

国
原
油
線
輪
人

街

中
に

占
め
る

此

率
は
一

･

〇
､

そ
の

後
こ

の

比

率
は

年
毎
に

増

大

し

二

七

年

甲
四
､

二

八

年

甲
九
､

二

九

年
五
･

〇
､

三

〇
年
七
･

四
､

三

一
年
七
･

九

三
二

年
六

大
と

漸
増
的
に

推
移
し
て

い

わ
+

な

雪
の

期
の

主

要

港
別

貿
易
賓
額
は

囲
1

の

通
り
で

あ
る

が
､

輸
出
お

よ
び

輸
入
の

そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て

そ
の

成
長
率
を

計
算
し
て

み

る

と

表
3

の

よ

う
に

な

る
C

こ

れ

に

よ
っ

て

み

る

に

輸
出
の

成
長
率
で

は

四

口

市
が

第
一
位
で

若
松
一

東

京
､

名
古
屋
と

績
き
､

輸
入
の

そ
･

れ

で

は

若
松
が

第
一
位
で

東
京

名

言

牢

横
濱
と

績
/

＼

｡

四

日

市
は

輸
出
で

は

酸
化
チ

タ

ン

と
い

う
新

商
品
の

登
場
に

よ

り

成
長
率
の

高
い

未
成
熟
の

段
階
に

あ
る

が
､

輸
入
に

つ

い

て

は

原
油
が

こ

れ

ま
で

の

と

こ

ろ

で

は

未
だ

比

較
的
に

小
さ

な

比

重

し
か

占

め

ず
､

古
く
か

ら
の

羊
毛
･

綿
花

輪
人

権
と

し
て

相
嘗
大

き

な

比

率
を

示
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表 3
昭和 3 2 年主要港輸 出入 紆

中 京 工 業 地 帝 京 濱 工 業 地 帯

四 日 市 (3 .1) ･ 名 古 屋 (7 ･4) 買 東 京 ( 6･
7) ■ 横 濱( 1 8･9)

輸 入 ! 輸 出 ≡ 輸 入 輸 出■輸 入

(7 .8) ■ (5 .1) ; (7.
8 ) 】( 1 9 .7) 毒( 1 8･4J

4 0 5･9 i5 16.4 l 4 4 1 .1 l
l
,
17 3
.
9

.
2 6 1 ･5

り デ フ レート した も の ケこ よ り計算 した ｡

輸 出･ 輸 入 i 輸 出

( 0 .4) と (4 .9) i (6･
9)

1
,
0 7 7 .4 j 2 7 7 .3 : 3 0 7 . 8

わ が 国 絶 計

( 1 0 0.
0 ノ

輸 出
■

輸 入

( 1 0 0 ･0): ( 1 0 0 ･0)
2 9 3 .9 : 4 0 2

.
4

托 1 各彗額 を大蘇省校閲部調 ら べ 捻 出入 各 界慣指数 iこ よ

荘 2 各港名右 の ( ) 内の 数字 は ,
そ の 繕 の 貿易額 の わカ咽 寵貿易額 に 封す る百分比 を , ま た輸 出皇 た ほ韓入

た は 総輸入 額 に 賀す る百分比 を示 す｡

す
が

そ

の

成
長
速
度
は

そ

れ

は

ど

大

き

な

も

の

で

は

な

く
､

こ

れ

ら
二

商
品
に

関
す

る

限
り

す
で

に

成
熟
段
階
に

到
達
し

た

も
の

と

言
え
る
〔〕

(

1
)

明

治
三

五

年
一

二

月
､

尾

勢

地

方

各

線

紡

績
合
祀
と

三

井
物

産

と

の

協

定
に

よ

り
､

上

海

よ

り

繰

綿
お

よ

び

綿

茸

の

直

輸

入
を

行

う
こ

と

に

な

り
､

そ

の

第
一

船

が

入

港
.)

大

正
二

年
三

月
､

イ

ン

ド

綿
の

直

輸

入

を

行

う

こ

と

に

な

り
､

大

阪

商

船
ポ

ン

ペ

イ

航
路

船
の

第
一

船
が

繰

綿

を

積
ん

で

入

港
〕

大

正

五

年
一

〇

月
､

ボ

ン

ベ

イ

よ

り

の

繰

線

輪

入

船
の

積

荷

か

ら
ペ

ス

ト

が

四

日

市

市

内
に

嶺

生

し
､

同

年
お

よ

び

翌

六

年
は

イ

ン

ド

よ

り
の

繰

綿

輸
入

船

零
落

は

激

減
し

た

が
､

同

港
の

繰

綿
輸

入

資

敬
は

減

少

し

て

い

な
い

｡

(

2
)

昭

和
七

年
一

〇

月
､

東

洋

毛

綿

紡

績

醸

濱
工

場

(

市

内
)

設

立

を

櫻
に
､

四
日

市

市
お

よ

び

同

市

商
工

合

議

所
の

豪

毛

直

輸

入

連

動

功

を

奏

し
､

大

阪

商

船

豪
州

定
期

航
路

船
の

寄

港

決

定
し
､

そ

の

第

一

船
が

羊

毛

を

積
ん

で

入

海
｡

(

3
)

拙

稿

四

日

市

港
の

研

究

愛
知
畢

大

研

究

報

告

第
8

輯

昭

和
三

四

年

一

一

〇

頁

第
3

表

四

日

市

市

及
び

三

重

麻

内
近

代

綿
工

業
の

蓉
達
､

第
4

表

四
日

市

市

及
び

三

重

麻

内

近

代

羊

毛
工

業
の

蜃

達

(

4
)

拙

稿

中

部

経
済

圏
の

貿

易
に

み

ら
れ

る

攣
動
と

成

長

愛
知

畢
大

研

究

報

告

第
9

輯

昭

和
三

五

年

四

四

九

頁

第
1 2

圃

四

日

市

港
州

別

輸
入

額
の

百

分
此

(

5
)

わ

が

国
に

お

け
る

漁

網
の

主

要
輸
出

港
は

大

き

く

欒
勤
し

て

き

た
｡

い

ま

昭

和

六

年

以

降
の
､

わ

が

国

漁

網
線
輪

出

額

主

要

港

別

構

成
比

を

み

る

に

同

年

函

館

四
三
･

四
､

敦

賀
四

三

三
､

昭

和
七

年

函

館

六

〇
･

五
､

昭

和

八

年

函

館
五

〇
･

七
､

昭

和

九

年

名

古

屋
四

四
･

二
､

昭

和
一

〇

年

名
古

屋
三

六
二

｢

函

館
一
一

八
･

七
､

昭

和

二
年

名

古

屋
五

〇
･

二
､

昭

和
一

二

年

四

日

市

六
五
･

〇
､

昭

和
一

三

年

四

日

市

五

七
･

四
.

昭

和
一

四

年

四

日

市

六

丁
五

と

な

る
｡

漁

網

は

わ

が

圃

線

輸
出

額

中
で

占
め
こ
る

比

重

も

小

さ

い

こ

と

で

あ

り

(

昭

和
一

二

年
〇

二
)

､

年
に

よ

り
一

清
ま

た

は
二

確

く

ら
い

に

集
中

し

て
一

括

輸

出
さ

れ

る

傾
向
が

あ

る
｡

(

6
)

昭

和
三

三

年

六

月
に

は
､

そ

れ

ま

で

の

大

協

石

油
の

他
､

昭

和

J 2 7



一 橋論叢 第 四 十四巷 第 一 競 ( 1 2 8)

四
日

市
石

油

も

操

業

を

開

始
し
､

ま

た
こ

れ

ら

製
油

所

を

中
心

と

す

る

綜

合
石

油

化

撃
工

業
セ

ン

タ

ー

も

整

備
さ

れ

つ

つ

あ
る

の

で
､

四

日

市
の

原

油

輸

入
は

将

来
も

増

加

す
る

見

込
で

あ

る
｡

拙

稿
四

日

市

港
の

研
究

前

掲

一

三

五

頁

第
1 0

囲

四

日

市
地

筒

石

油

化

畢

工

業

系
統

固

三

結

語

M
貿
易
港
の

螢
達
を

み
る

に
､

は

じ
め

は

水
深
･

湾
入

な

ど
の

自
然
的

傑
件
に

よ
っ

て

開
港
時
期
･

港
勢
等
も
左

右
さ

れ

る
が

そ
れ

は

決
定
的
な

も
の

で

は

な

く
､

結
局
は

背
後
地

産
業
の

登
展
が

人

造
港
を

造
築
し
､

自

ら
の

海
外
へ

の

門
戸
を

開
拓
し
て

い

く
｡

∽
重

要
輸
出
品
ま

た

は

輸
入

品
は
､

一

度
そ
の

輸
出
港
ま
た

は

輸
入

港

を

決
定
す
る

と

相
嘗
期
間
は

そ
の

港
に

固
定
す
る

(

前

述
の

漁

網

捻
出

は

特

殊
の

例
外

で

あ
る
)

｡

し
か

し
こ

の

場

合
に

も

の
陶
磁
器
の

名
古
屋
､

緑
茶
の

清
水
か

ら
の

輸
出
の

よ

う
に
､

港
に

接
近
し
て

原
料
も

得
ら

れ

生

産
も

行
わ

れ

る

場
合

､

00
箱
樽
板
･

ベ

ニ

ヤ

板
の

名
古
屋
よ

り
の

輸
出
の

よ

う
に
､

は

じ

め

は

近
接
地

よ

り

得
ら

れ
る

材
料
に

よ

り

近
接
地

で

生

産

し
て

輸
出
さ

れ
て

い

た
が
､

途
中
か

ら

は

主
と

し
て

輸
入

原
料
に

切

替
え

近
接
地

で

生

産
･

輸
出
さ

れ

る

場
合
(

四

日

市

も

大
正

八

-
一

〇

年

頃
､

近

接
地
で

得

ら
れ

る

原

料
に

よ

り

箱
樽

板
の

輸

出
を

相

雷

額

行
っ

た
が
､

殆
ん

ど

原

料

材
の

輸
入
な

く

輸
出
も

沈
滞

し

て

行
っ

た
)
､

…1 1 1

毛

織
物
･

綿
織
物
の

最
近
に

お

け
る

神
戸
よ

り
の

輸
出
の

よ

う
に
､

近
接
地

生

産
の

も
の

も

あ

る

が
､

他
域
地

生

産
の

も

の

を

も

吸

引
し

場
合
に

よ
っ

て

は

あ

る

程
度
加
エ

も

し
て
一

括
輸
出
す
る

敷
㌣

曾
工

糸
の

横

警
り

の

輸
出

の

よ

う
に

最
初
輸
出
が

行
わ

れ

た

事
に

よ

り

検
査
所
等
の

諸
施
設
が

完
備

朋
一

′
ユ

し

引
績
き

輸
出
が

行
わ

れ
る

場
合

､

吋
繰
綿
･

羊
毛
の

四
日

市
よ

り
の

輸

入

の

よ

う
に

近
代
工

場
の

誘
致

､

輸
入
の

た

め
の

定
期
航
路
船
の

寄
港

誘

致
､

港
内

荷
役
に

お

い

て

便
宜
提
供
等
に

よ
る

場
合

､

.Ⅵ
チ

タ
ン

鐸
等

輸

入
･

酸
化
チ

タ
ン

輸
出
の

四

日

市
､

銭
瑛
･

銭
鋼
く

ず
･

石
炭
輸
入
･

金

屋
輸
出
の

若
松
の

よ

う
に

臨
海
工

場
を

有
す
る

場
合
な

ど
が

あ

る
｡

榊
四

日

市
の

原
油
輸
入
は

前
述
の

よ

う
に

現
在

増

加
の

趨

勢
に

あ

る

が
､

そ
の

臨
海
工

業
地

帯
で

こ

れ

を

原
料
と

し
て

合
成
ゴ

ム

の

生

産
が

行

わ

れ
､

ま

た

清
爽
合
成
繊
維
の

生

産
■も
行
わ

れ

る

よ

う
に

な

る

な

ら

ば
､

原
油
輸
入

は

貴
賓
的
に

は

生
ゴ

ム

輸
入
･

羊
毛

輸
入
に

代
替
す
る

こ

と
に

な
る
｡

叩
と
こ

ろ
で

こ

の

よ

う
な

港
別
貿
易
嶺
展
形
態
を

分
析
す
る
こ

と
に

よ

っ

て
､

｢

後
進
港
あ
る

い

は

新
興
港
の

貿
易
が

先
進
港
の

貿
易
一
商

品

あ

る

い

は

市
場
を

横
取
し
､

そ

れ

を

追
跡
し
っ

つ

成
長
番
展
す
る

場
合
に
一

般

的
に

成
立
す
る

法
則
を

導
出
す
る

こ

と

が

で

き
る

な

ら
ば
､

そ

れ

は

赤
松

先
生
の

｢

産
業
蜃
展
の

雁
行
形
態
+

の
一

撃
形

と

し

て
､

｢

港
別

(

あ

る

い

は

地

域
的
)

貿
易
雁
行
形
態
的
嶺
展
+

と

名
づ

け
て

よ

い

で

あ

ろ

う
｡

そ
こ

で

は
一

港
の

貿
易
額
展
は
､

そ
の

商
品
構
成
と
地

域
構
成
と

を

刻
々

に

攣
乙

な
が

ら
､

他
港
の

そ

れ

と
の

シ

ー

ソ

ー
･

ゲ
ー

ム

と

し
て

把
握
さ

れ

る
｡

ま

た

隣
接
港
が

同
じ

よ

う
な

商
品
構
造
･

市
場
構
成
を

持
つ

よ

う

な

餞
展
段
階
に

達
し

同
質
的
･

競
争
的

関
係
に

立
つ

に

い

た

る

と

き

は
､

産

業
港
整
備
計
蓋
･

能
率
的
貿
易
蜃
展
計
量
･

工

業
の

適
正

配
置
等
の

た

め

何
ら
か

の

調
整
が

考
え

ら

れ

ね

ば

な

る

ま
い

(

例
え

ば

四

日

市

･
名

古

屋

両

港
の

関
係
)

｡

す
な

わ

ち
こ

の

よ

う
な

分
析
は

厳
密
に

は

符
合

し

な



い

が
､

国
際
経
済
虹
合
内
の

各
国
民

経
済
に

つ

い

て

考
え

ら

れ
た

｢

産
業

費
展
の

雁
行
形
態
+

を
､

一

国
民

経
済
内
の

各
地

域
経
済
に

も

適
用
し
て

考
え
て

い

こ

う
と

す
る

も
の

で

あ
る
｡

(

1
)

最

近

中

京
工

業
地

得
で

原

料

も

輸
入
さ

れ

生

産
も

行

わ

れ

る

綿

織

物
･

毛

織

物
の

多
く
が
､

神

戸
に

吸

引
･

輸
出
さ

れ

る

理

由
に

つ

い

て

調
査

が

行

わ

れ
､

名

古

屋
よ

り

の

捻

出

が

努

力

さ

れ

て

い

る

が
､

今
日

未
だ

必

ず
し

も

教
具
が

上
っ

て

い

な
い

(

拙

稿

中
部

経

済

国
の

貿
易
に

み

ら

れ

る

蓉
動

と

成

長

前

掲

四
三

四

～
-

四

三

(1 2 9) 研 究 ノ ー ト

j 汐

七

頁
)

｡

ま
た

四

日

市
で

生

産
さ

れ

る

陶
磁

静
の

柏

嘗

量

が

略

和

八

年

頃

よ

り
､

同
じ

よ

う
に

名

古

屋
に

吸

引
･

輸

出
さ

れ

て

い

る

が
､

こ

れ

は

重

量
･

容

積

大
き

く

損
傷

し

易
い

商
品
で

あ

る

た

め
､

地

元

の

努

力
で

四

日

市

輸

出
の

割

合
が

増

加

し
っ

つ

あ
る

(

拙
稿

中

蕃

経
済
圏
の

貿
易
に

み

ら
れ

る

攣
動
と

成

長

前

掲

四
三

八

-
四

四

〇

頁
)

｡

(

愛
知
孝

番

大

草

助

教

授
)




